
静
岡
市
と
蒲
原
町
の
市
町
村
合
併
に
伴
い
、
蒲

原
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
も
静
岡
市
民
生

委
員
協
議
会
に
加
わ
る
こ
と
と
な
り
、
地
域
と
し

て
は
、
清
水
区
の
民
児
協
に
所
属
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

過
日
、
清
水
区
民
児
協
の
会
長
会
議
に
出
席
し
、

ま
た
、
清
水
有
度
西
地
区
の
定
例
会
に
も
数
人
で

参
加
し
、
勉
強
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
ど
ち
ら

の
会
議
に
も
快
く
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
り
、
あ
り

が
た
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

蒲
原
町
民
児
協
は
、
委
員
数
男
性
13
名
、
女
性

20
名
の
合
計
33
名
（
主
任
児
童
委
員
を
含
む
）
の

組
織
で
す
。
一
つ
の
町
の
小
さ
な
協
議
会
で
す
の

で
市
組
織
の
活
動
に
対
し
て
は
、
第
一
に
圧
倒
感

を
憶
え
ま
し
た
。
市
組
織
で
は
、
専
門
的
、
広
範

囲
で
の
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
、
社
協
や
関
係
団

体
と
の
連
携
な
ど
、
様
々
な
分
野
で
の
活
動
が
あ

る
こ
と
を
改
め
て
知
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
あ

ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
町
内
で
活
動
す
る
こ
と
に

慣
れ
、
委
員
同
士
の
交
流
も
深
く
、
互
い
に
協
力

し
合
い
、
地
域
ニ
ー
ズ
も
あ
る
中
で
活
動
し
て
き

ま
し
た
。

民
児
協
活
動
の
基
本
は
、
住
民
の
立
場
に
立
っ

て
、
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る
こ
と
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
し
、
活
動
す
る
目
的
も
民
生
委
員

み
ん
な
同
じ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

蒲
原
町
民
児
協
の
事
務
的
業
務
は
、
蒲
原
町
役

場
で
す
べ
て
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
今

後
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
、
蒲
原
支
所
の
人
員

配
置
に
よ
る
と
の
こ
と
で
、
少
々
、
不
安
に
思
っ

て
お
り
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
御
指
導
・
御
協
力
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
な
が
ら
、
今
後
も
、
よ
り
活
発

な
民
児
協
活
動
を
続
け
て
い
こ
う
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

編集発行／静岡県民生委員児童委員協議会　〒420ー8670 静岡市葵区駿府町1ー70 静岡県社会福祉協議会内

電話054ー254ー5244 FAX054ー251ー7508

●第11号●
平成18年2月1日発行

〔題字：静岡県知事　石川嘉延　書〕

蒲
原
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
　
長

永
井
　
容
子

（活動の様子）

『『合併にあたって合併にあたって』』
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平成17年11月9日（水）～10日（木）、富士山を望むすばらしい秋空の下、

静岡県コンベンションアーツセンター「グランシップ」をメイン会場に、

平成17年度（第74回）全国民生委員児童委員大会が開催されました。県内

外の民生委員児童委員の皆様約4,000名が静岡県に集い、成功裡に終了し

ました。

平成17年度（第74回）
全国民生委員児童委員大会が静岡県で開催されました

静岡県民生委員児童委員協議会

天野�玄会長から開会挨拶が

ありました。

民生委員児童委員信条

静岡県民生委員児童委員協議会井堀てる代副会長が

唱和の音頭をとりました。

「いのちの支えあい」

聖路加国際病院理事長

日野原　重明　氏

「民生委員活動で、ますます顔も心も輝いた人生を送ってください」

と日野原先生から励ましのお言葉がありました。

「いのちの支えあい」

聖路加国際病院理事長

日野原　重明　氏

「民生委員活動で、ますます顔も心も輝いた人生を送ってください」

と日野原先生から励ましのお言葉がありました。

講義題

講　師

式 典

特別講義



（3）第11号 平成18年2月1日発行しずおか県民児協だより

（敬称略）全国民生委員児童委員連合会会長表彰代表授与

拠金贈呈

活動交流集会

優良民生委員児童委員協議会表彰
佐久間町民生委員・児童委員協議会　
会　長　大鷲　利治

永年勤続単位民生委員児童委員協議会会長表彰
森町民生委員児童委員協議会
会　長　大場　義一

永年勤続民生委員・児童委員表彰
沼津市民生委員児童委員協議会
富山　公惠

永年勤続民生委員・児童委員功労表彰
群馬県館林市民生委員児童委員協議会
会　長　樽見　千代子

全国大会に参加された皆様からの拠金は、

全国民生委員児童委員連合会大澤義行会長か

ら、静岡県民生委員児童委員協議会濱崎岩雄

副会長に手渡されました。

16テーマの活動交流集会が開催されました。

活発に意見交換をし、専門技術の共有や交流を深めました。

当日の運営以外にも、各活動交流集会の

企画、準備、前日の最終打ち合わせ会

などに全力を注ぎました。



しずおか県民児協だより 第11号（4）平成18年2月1日発行

静岡市民生委員児童委員協議会の皆様には、約600名の協力員、約120名
の合唱団として、2日間にわたり大会運営に御協力いただきました。

民生委員の歌斉唱では、会場の雰囲気を

大いに盛り上げました。「ありがとうございました」とお見送り。

ＮＰＯ法人日本茶インストラクター
協会静岡県支部の皆様による本格的
なお手前で、静岡茶のおいしさを味
わいました。

セルフ方式の
茶器４台で、
冷たいお茶を
提供しました。

エントランス入口 受　付 大ホール入口

第１日目は、グランシップに「静岡茶のおもてなしコーナー」を設けました。

「ようこそ静岡へ」と歓迎の気持ちを込めて案内や受付をしました。
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大会宣言
式典において、全国民生委員児童委員連合会副会長である天野会長が大会宣言を行い

ました。

次のとおり「大会宣言」が採択されましたので、御報告いたします。

近年、インターネットや携帯電話の普及などに代表されるIT（インフォーメーションテクノロジー）の進展
により、人々はかつて無いほどに時間と場所を選ばずに、多くの人々と意思疎通できるようになりました。
しかし、こうした科学技術の進歩による人と人とのコミュニケーションの便利さを得たにもかかわらず、そ

れとは相反して、「社会的孤立」が現代の日本社会の抱える大きな問題となっています。
連日のようにテレビ・新聞などマスコミによって報じられる児童や高齢者への虐待事件や認知症高齢者など

に対する住宅リフォーム等の悪質商法事件の問題も、地域の中で孤立した状況の下で発生しています。かつて
のような困ったときに、頼り頼られ、お互いがお互いを支え助け合う住民同士のつながりが希薄化してきてい
ます。
また一方、ここ最近日本では大地震や水害など、多くの自然災害が発生しています。災害発生時には、一人

暮らし高齢者や障がいのある方など、自力で避難することが困難な方々についての的確な情報を把握している
ことが求められます。しかし、地域のつながりが失われつつある現在では、こうしたことも難しくなってきて
います。
こうした中、人権を守り、尊い命を救うために、私たち民生委員・児童委員は民生委員児童委員信条に則り、
安全で安心な地域社会づくりに貢献することが求められています。
具体的には、不安や心配事を抱えている地域住民への日々の相談・支援活動や、「ふれあいいきいきサロン」

や「子育てサロン」活動などの人と人とのふれあいの機会を通じて作られる住民同士のつながりや信頼関係を
積み重ねていくことが必要です。
私たち民生委員・児童委員は、これからも、地域住民の立場に立って相談・支援活動を展開し、地域住民の

孤立を防ぎ、安心で安全なまちづくりをすすめていくため、次のとおり宣言します。

一、地域住民同士のつながりをつくり、「社会的孤立」を防ぎ、誰もが安心して暮らせるまちづくりに取り組
みます。

一、日ごろの相談・支援活動を通じて、災害時、高齢者など支援を必要とする人々を見守る地域のネットワー
ク作りに取り組みます。

一、子育てサロン活動などを通じて、子育て家庭を支援し、親子の孤立を防ぎ、育児不安のない、安心して子
育てができる地域づくりに取り組みます。

一、基本的人権についての理解を深め、個人情報の取り扱い方など常に自らの活動を点検し、住民との信頼
関係に基づく活動をすすめます。

平成17年11月9日　　　　　　　　　第74回　全国民生委員児童委員大会
（開催地　静岡県）

会場の様子

グランシップ
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「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
っ
て
何
？

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
60
歳
以
上
の
シ
ニ

ア
世
代
を
中
心
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、

芸
術
の
祭
典
で
す
。

少
子
高
齢
社
会
と
い
わ
れ
る
中
、
明
る

く
活
力
に
満
ち
た
健
康
長
寿
社
会
を
目
指

し
て
、
開
催
さ
れ
て
い
る
大
会
で
す
。
今

年
の
静
岡
で
の
開
催
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

静
岡
２
０
０
６
）
が
19
回
目
と
な
り
ま
す
。

い
つ
、
ど
ん
な
こ
と
を
？

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
静
岡
２
０
０
６

（
第
19
回
全
国
健
康
福
祉
祭
し
ず
お
か
大

会
）」
の
会
期
は
、
平
成
18
年
10
月
28
日

(

土)

か
ら
31
日
（
火
）
ま
で
の
４
日
間
で

す
。
全
国
か
ら
約
１
万
人
の
選
手
を
お
迎

え
し
、
総
合
開
会
式
は
静
岡
ス
タ
ジ
ア

ム
・
エ
コ
パ
（
袋
井
市
）
で
行
い
ま
す
。

県
内
18
市
町
を
会
場
に
サ
ッ
カ
ー
や
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
、
囲
碁
や
将
棋
な
ど
23
種
目
の

交
流
大
会
を
実
施
し
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ

ョ
ー
や
音
楽
文
化
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も

開
催
し
ま
す
。
総
合
閉
会
式
は
グ
ラ
ン
シ

ッ
プ
（
静
岡
市
駿
河
区
）
で
行
い
ま
す
。

会
期
中
に
は
観
客
を
含
め
て
約
50
万
人
の

参
加
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

去
年
は
ど
こ
で
や
っ
た
の
？

昨
年
11
月
、
福
岡
県
で
「
ね
ん
り
ん
ピ

ッ
ク
ふ
く
お
か
２
０
０
５
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
政
令
市
に
移
行
し
た
静
岡
市
か

ら
選
手
団
が
初
参
加
し
、
静
岡
県
選
手
団

と
と
も
に
大
活
躍
し
ま
し
た
。
そ
の
福
岡

か
ら
大
会
旗
を
引
き
継
ぎ
、
全
国
か
ら
来

静
す
る
選
手
を
県
民
総
参
加
で
迎
え
、
静

岡
に
来
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
大
会
の
開
催
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

選
手
と
し
て
出
場
す
る
に
は
？

県
代
表
と
静
岡
市
代
表
（
静
岡
市
在
住

者
）
に
分
か
れ
て
選
考
さ
れ
ま
す
。

選
考
の
基
準
や
時
期
は
、
各
種
目
に
よ

り
異
な
り
ま
す
が
、
多
く
の
種
目
が
５
月

頃
に
開
催
す
る
「
県
す
こ
や
か
長
寿
祭
」

を
選
考
会
と
し
ま
す
。

選
手
選
考
に
関
し
て
は

・
静
岡
県
‥
し
ず
お
か
健
康
長
寿
財
団

電
話
０
５
４
‐
２
５
３
‐
４
２
２
１

・
静
岡
市
‥
静
岡
市
高
齢
者
福
祉
課

電
話
０
５
４
‐
２
２
１
‐
１
０
８
６

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
春
に
は
総
合
開
・
閉
会
式
な
ど
の
運

営
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。

ま
た
、
交
流
大

会
の
応
援
や
、

イ
ベ
ン
ト
に
、

ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

「
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
静
岡
２

０
０
６
」
が
き

っ
か
け
と
な
っ

て
、
元
気
な
シ

ニ
ア
層
が
増
え
、

健
康
づ
く
り
、

生
き
が
い
づ
く

り
が
、
県
民
全

体
に
浸
透
し
、

世
代
や
地
域
を

越
え
た
交
流
の

中
で
、
静
岡
県
が
健
康
長
寿
日
本
一
と
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
静
岡
２
０
０
６
実
行
委

員
会
事
務
局

電
話
０
５
４
‐
２
２
１
‐
３
４
８
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.shizuoka.jp/nenrin/

シ
ニ
ア
世
代
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
芸
術
の
祭
典

〜
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
静
岡
2
0
0
6
」
10
月
開
催
〜

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
静
岡
2
0
0
6
実
行
委
員
会

静岡市�

 コンクール（表彰式）�
「長寿社会・私の主張」等�
 音楽文化祭�
 ファッションショー�
　 将 棋�

　 ダンススポーツ、ボート�
　 バウンドテニス�

浜松市�
テニス�
沼津市�

卓 球�
熱海市�

ペタンク�
伊豆の国市�

剣 道�
藤枝市�

ゴルフ�
御殿場市�

太極拳�
焼津市�

サッカー�
磐田市�

俳 句�
富士宮市�

水 泳�
富士市�

マラソン�
大井川町�

ゲートボール�
伊豆市�

ソフトボール�
掛川市�囲 碁�

袋井市�

総合開会式、ふれあい広場� ウォークラリー�
下田市�

ソフトバレーボール�
三島市�

グラウンド・ゴルフ�
島田市�

ソフトテニス、弓道、なぎなた、サッカー�

総合閉会式�
ふれあいニュースポーツ、美術展�
地域文化伝承館、相談コーナー、健康フェア�
シンポジウム、健康福祉機器展、ふれあい広場�
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地
方
分
権
が
叫
ば
れ
る
中
で
、
そ
の
ひ
ず
み
が

福
祉
の
面
に
も
波
及
し
て
き
ま
し
た
。
各
自
治
体

に
お
け
る
財
政
難
か
ら
、
し
わ
寄
せ
は
弱
い
部
分

に
も
容
赦
な
く
降
り
か
か
っ
て
き
ま
す
。
非
常
に

残
念
で
あ
り
ま
す
。
十
月
の
定
例
会
長
会
で
、

「
高
齢
化
社
会
の
中
で
、
お
金
の
か
か
ら
な
い
県

民
・
市
町
村
全
体
で
取
り
組
め
る
事
業
は
な
い
だ

ろ
う
か
」
と
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

今
、
小
中
学
校
で
は
挨
拶
運
動
の
輪
が
広
が
っ

て
お
り
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
（
共
同
体
、
地

域
社
会
）
の
最
小
単
位
と
は
何
だ
ろ
う
と
考
え
ま

し
た
。
自
分
の
家
を
中
心
に
、
古
い
言
葉
で
い
う

と
「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
か
。
核
家
族
化
が
進
み
、
忘
れ
去
ら
れ
て

い
る
よ
う
な
言
葉
で
す
。
一
人
暮
ら
し
世
帯
、
高

齢
世
帯
が
急
速
に
増
え
て
お
り
ま
す
。
普
段
お
付

き
合
い
の
あ
る
世
帯
は
別
と
し
て
、
お
付
き
合
い

の
な
い
世
帯
が
増
え
て
お
り
ま
す
。
民
生
委
員
児

童
委
員
の
力
で
な
く
、
自
治
体
全
体
の
隣
組
の
見

守
り
の
中
で
、「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」
の
安
否
確

認
を
す
る
時
代
に
き
た
の
か
な
と
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
す
。
高
齢
者
の
孤
独
死
を
な
く
す
た
め
に
も
、

「
お
は
よ
う
、
こ
ん
に
ち
は
」
の
挨
拶
は
、
明
る

い
地
域
社
会
を
再
生
す
る
合
言
葉
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
阪
神
淡
路
大
震
災
の
時
に
も
「
向
こ
う

三
軒
両
隣
」
の
お
付
き
合
い
が
あ
っ
た
が
故
に
助

け
ら
れ
た
人
が
い
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
お
金

が
な
く
て
も
で
き
、
工
夫
す
れ
ば
意
識
改
革
ひ
と

つ
で
地
域
共
同
体
は
大
き
く
変
わ
る
は
ず
で
す
。

「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」

伊
豆
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

野
田
　
　
泉

あ
っ
、
来
た
来
た
！
今
朝
も
元
気
な
子
ど
も
た

ち
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。「
お
は
よ
う
」

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
ペ
コ
リ
と
頭
を
下
げ

る
か
わ
い
ら
し
さ
。
あ
っ
ち
へ
つ
っ
か
か
り
、
こ

っ
ち
へ
つ
っ
か
か
り
、
昔
の
私
た
ち
の
登
校
風
景

に
そ
っ
く
り
な
そ
の
姿
を
ほ
ほ
え
み
な
が
ら
見
送

り
ま
す
。

「
こ
ん
に
ち
は
、
こ
の
間
は
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
」「
こ
ち
ら
こ
そ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」「
風
邪
は
治
っ
た
の
？
よ
か
っ
た
わ
ね
、
お

大
事
に
」
な
ど
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
方
と
顔
見
知

り
と
な
り
、
挨
拶
が
で
き
る
な
ん
と
心
休
ま
る
う

れ
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
が
成
長
し
、
親
の
こ
と
を
心
配
し
て
く

れ
る
年
齢
と
な
り
ま
す
と
、
親
が
お
付
き
合
い
す

る
相
手
も
だ
ん
だ
ん
狭
ま
り
、
や
れ
や
れ
と
い
う

よ
り
も
淋
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
こ

う
し
て
い
ろ
い
ろ
な
年
代
の
方
々
と
お
話
す
る
こ

と
が
で
き
、
様
々
な
こ
と
を
幅
広
く
教
わ
り
、
気

づ
か
せ
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

大
変
だ
な
と
思
う
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
以
上
に
安
ら
ぎ
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

も
民
生
委
員
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
か
ら
こ

そ
。
あ
り
が
た
い
で
す
。
人
と
の
つ
な
が
り
は
、

宝
物
で
す
ね
！

民
生
委
員
を
や
っ
て
良
か
っ
た

静
岡
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

八
木
　
弘
子

1
0
0
戸
に
満
た
な
い
小
さ
な
地
区
に
生
ま
れ

た
私
は
、
地
域
の
多
く
の
人
た
ち
に
育
て
て
も
ら

い
ま
し
た
。
や
が
て
、
大
企
業
の
進
出
や
ア
パ
ー

ト
の
増
加
に
よ
り
、
今
や
8
0
0
余
の
世
帯
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
齢
者
は
昔
か
ら
の
顔
馴

染
み
の
人
が
多
く
、
感
謝
の
気
持
ち
で
民
生
委
員

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

70
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
、
80
歳
以
上
の
高
齢

者
対
象
の
「
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
で
は
、

多
く
の
方
々
が
た
い
へ
ん
楽
し
み
に
待
っ
て
い
て

く
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
も
地
区
内
の
保
育
園
児
と

の
交
流
は
、
園
児
も
高
齢
者
も
、
核
家
族
で
は
味

わ
え
な
い
楽
し
さ
を
格
別
に
感
じ
る
よ
う
で
す
。

高
齢
者
の
中
に
は
、
幸
せ
そ
う
に
見
え
て
も
、

実
は
家
族
に
相
手
に
な
っ
て
も
ら
え
な
い
淋
し
さ

を
訴
え
る
人
も
い
ま
す
。
一
方
、「
お
世
話
に
な

っ
て
ば
か
り
で
は
申
し
訳
な
い
」
と
進
ん
で
手
伝

っ
て
く
だ
さ
る
方
も
お
り
、
助
け
合
い
の
で
き
る

こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
地
区
中
老
会
の
皆
さ
ん
の
厚
意
に

よ
る
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
（
希
望
者
）
の
家
具

転
倒
防
止
の
固
定
作
業
、
地
区
自
主
防
災
訓
練
で

の
中
学
生
に
よ
る
一
人
暮
ら
し
老
人
宅
へ
の
訪

問
、
安
否
確
認
は
、
高
齢
者
に
た
い
へ
ん
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
地
域
ぐ
る
み
で
役
割
分
担
し
、
誰
も

が
安
心
、
安
全
に
暮
ら
せ
る
住
み
よ
い
地
域
と
な

る
よ
う
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
努
め
て
参
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

地
域
は
家
族

湖
西
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

伴
　
千
鶴
子
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今
後
の
予
定

平
成
18
年
度
総
会

６
月
７
日
（
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
会
議
ホ
ー
ル
風
・
静
岡
市
）

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ�

編
集
後

記

「
こ
の
出
会
い
は
二
度
と
な
い
と
思
え
ば
、

そ
の
出
会
い
を
大
切
に
心
か
ら
も
て
な
し
た

い
。
同
じ
人
と
再
び
会
え
た
と
し
て
も
、
同

じ
関
係
、
同
じ
心
境
で
あ
る
こ
と
な
ど
な
い

の
で
す
か
ら
」

は
じ
め
て
本
県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
全
国

民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
。
秋
晴
れ
の
好
天

と
冠
雪
映
え
る
富
士
山
と
と
も
に
、「
一
期

一
会
」
の
お
も
て
な
し
が
で
き
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

予
期
し
な
か
っ
た
全
国
大
会
の
招
致
で
、

短
期
間
で
の
準
備
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
一
抹

の
不
安
を
抱
き
な
が
ら
の
大
会
開
催
で
し
た

が
、
県
下
全
委
員
の
後
押
し
と
関
係
者
の
御

尽
力
に
よ
り
、
成
功
裡
に
終
了
で
き
、
ほ
っ

と
し
て
い
ま
す
。
な
か
ん
ず
く
静
岡
市
民
児

協
の
皆
様
の
「
お
も
て
な
し
」
の
御
尽
力
に

は
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

本
号
は
、
全
国
大
会
の
特
集
号
と
い
た
し

ま
し
た
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
報
告
書
を
後

日
、
皆
様
の
お
手
元
に
お
届
け
し
ま
す
の
で
、

御
覧
い
た
だ
き
、
今
後
と
も
、
御
支
援
、
御

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。新

任
の
皆
様
が
二
年
目
を
迎
え
、
活
動
に

一
層
、
御
健
闘
と
存
じ
ま
す
が
、
健
康
に
も

十
分
に
御
留
意
さ
れ
、
御
活
躍
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
大
）

印刷：ナガハシ印刷

●
静
岡
県
知
事
表
彰
●

（
１
）
静
岡
県
表
彰
条
例

（
平
成
17
年
11
月
３
日
付
）

川
口
　
　
武

（
静
岡
市
）

黒
田
　
　
巌

（
伊
東
市
）

嶋
　
　
幸
子

（
富
士
市
）

新
村
　
喜
久
男
　

（
焼
津
市
）

鈴
木
　
美
都
惠
　
　

（
熱
海
市
）

竹
田
　
美
登
利
　
　

（
浜
松
市
）

奈
良
橋
　
福
子
　
　

（
沼
津
市
）

宮
田
　
和
子
　
　

（
沼
津
市
）

山
本
　
亘
一

（
川
根
本
町
）

（
２
）
静
岡
県
健
康
福
祉
大
会

（
平
成
17
年
11
月
30
日
付
）

丸
茂
　
　
勝
　

（
伊
東
市
）

佐
藤
　
　
勇
　

（
裾
野
市
）

三
澤
　
慶
子
　
　

（
富
士
市
）

冨
益
　
淳
子
　
　

（
静
岡
市
）

伊
賀
　
ひ
で
子
　
　

（
浜
松
市
）

篠
田
　
天
秀
　
　
　

（
富
士
川
町
）

平
成
17
年
度
　
叙
勲
・
大
会
等
表
彰
の
紹
介

●
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
●

（
平
成
17
年
11
月
4
日
付
）

永
井
　
容
子

（
蒲
原
町
）

小
澤
　
幸
弘

（
島
田
市
）

杉
本
　
呂
久

（
藤
枝
市
）

田
　
敏
之
　

（
三
島
市
）

鈴
木
　
雅
子
　

（
浜
松
市
）

鈴
木
　
幸
男
　

（
浜
松
市
）

森
永
　
好
子

（
川
根
本
町
）

●
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
会
長
表
彰
●

（
平
成
17
年
11
月
9
日
付
）

（
１
）
優
良
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
表
彰

佐
久
間
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

浜
松
市
三
ヶ
日
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

（
２
）
永
年
勤
続
単
位
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長
表
彰

大
場
　
義
一

（
森
町
）

（
３
）
永
年
勤
続
民
生
委
員
・
児
童
委
員
表
彰

富
山
　
公
惠

（
沼
津
市
）

伊
藤
　
政
象

（
浜
松
市
）

●
叙
勲
●

瑞
宝
単
光
章

（
平
成
17
年
４
月
29
日
付
）

丸
山
　
ち
よ
子

（
焼
津
市
）

森
山
　
八
十
子

（
静
岡
市
）

瑞
宝
単
光
章

（
平
成
17
年
11
月
３
日
付
）

風
間
　
克
巳

（
三
島
市
）

●
褒
章
●

藍
綬
褒
章（

平
成
17
年
11
月
3
日
付
）

浅
原
　
健
次

（
島
田
市
）

●
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
●

（
平
成
17
年
11
月
4
日
付
）

若
松
　
千
鶴
子
　
　

（
熱
海
市
）

源
平
　
佳
見

（
静
岡
市
）

石
川
　
恒
子

（
静
岡
町
）


